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自己紹介

名前: 前田友広（まえだ ともひろ）

所属: 株式会社サーバーワークス

好きなAWSサービス: IAM

2025年3月より子会社スマートオペレーションズとともに

新潟駅北側すぐのところにオフィスを開設いたしました。



AWSで運用するということは、AWS環境の運用監視・維持保守だけで

なくAWSを利用するお客様のご支援も含まれます。

お客様のご支援の内で今流行りのAI・MCPサーバーで省力化できそうな

ポイントをご紹介します。

1. AWS料金の見積り（AWS Pricing MCP Server）

2. AWS環境の構成情報出力（AWS Diagram MCP Server）

目次 AWSで運用するということ



お客様「こういう構成だとAWS料金はいくら？」

お客様「このサーバのスペックを上げる／下げるといくら変わる？」

AWS料金の見積り（AWS Pricing MCP Server）



AWSのウェブサイトの料金表で見積り

AWS pricing calculatorで見積り

AWS料金の見積り（AWS Pricing MCP Server）

AWSのウェブサイト AWS pricing calculator



AWS Pricing MCP Server
https://awslabs.github.io/mcp/servers/aws-pricing-mcp-server/

AWS料金の見積り（AWS Pricing MCP Server）



用意するもの

・AWSアカウント

・AWSスキルビルダーのアカウント

・Amazon Q Developer CLI（インストールしておく）

・Visual Studio Code（あると便利）

AWS料金の見積り（AWS Pricing MCP Server）



導入・初期設定

① uvをインストール 「curl -LsSf https://astral.sh/uv/install.sh | sh」

② Python 3.10をインストール 「uv python install 3.10」

③ AWSアカウントにて「pricing」をAllowするIAMポリシーを付加したIAMユーザーを作成しア

クセスキーを払い出す

④ AWSプロファイルを編集

⑤ ~/.aws/amazonq/mcp.json を作成

⑥ Visual Studio CodeにAmazon Qをインストール

⑦ Visual Studio Codeで

AWSスキルビルダーにログイン

AWS料金の見積り（AWS Pricing MCP Server）



やってみた

AWS料金の見積り（AWS Pricing MCP Server）



やってみた

AWS料金の見積り（AWS Pricing MCP Server）



お客様「こういう構成で考えてみてよ」

お客様「こういう構成で合ってる？」

お客様「今の構成の一覧や構成図ください」

AWS環境の構成情報出力（AWS Diagram MCP Server）



用意するもの

・AWS Pricing MCP Serverと同じ

導入・初期設定

・ AWS Pricing MCP Serverで実施済みなら追加作業なし

AWS環境の構成情報出力（AWS Diagram MCP Server）



やってみた

AWS環境の構成情報出力（AWS Diagram MCP Server）

### スクリプトの概要
スクリプトは /Users/maedatomohiro/Documents/testbuild.sh に保存され、実行権限が付与されています。以下のリソースを順番に作成します：

1. VPC
• 名前: MyVPC
• CIDR: 10.0.0.0/16
• DNS設定を有効化

2. サブネット
• PublicSubnet1 (10.0.0.0/24) - ap-northeast-1a
• PublicSubnet2 (10.0.2.0/24) - ap-northeast-1c
• PrivateSubnet1 (10.0.1.0/24) - ap-northeast-1a
• PrivateSubnet2 (10.0.3.0/24) - ap-northeast-1c
• パブリックサブネットには自動パブリックIP割り当てを有効化

3. インターネットゲートウェイ
• 名前: MyIGW
• VPCにアタッチ

4. Elastic IP
• NATゲートウェイ用に2つのElastic IPを割り当て

5. NATゲートウェイ
• NatGateway1 - PublicSubnet1に配置

• NatGateway2 - PublicSubnet2に配置

6. ルートテーブル
• PublicRouteTable - インターネットゲートウェイへのルート
• PrivateRouteTable1 - NATゲートウェイ1へのルート
• PrivateRouteTable2 - NATゲートウェイ2へのルート

7. ルートテーブルの関連付け
• パブリックサブネットをPublicRouteTableに関連付け
• プライベートサブネットをそれぞれのPrivateRouteTableに関連付け



やってみた

AWS環境の構成情報出力（AWS Diagram MCP Server）



やってみた
「スクリプト /Users/maedatomohiro/Documents/

testbuild.sh をもとにMCPのAWS Diagram Toolを

利用して構成図を作図してください。」

AWS環境の構成情報出力（AWS Diagram MCP Server）



やってみた
「スクリプト /Users/maedatomohiro/Documents/testbuild.sh を

もとにMCPのAWS Diagram Toolを利用して構成図を作図してください。

構成図はpngファイルで出力してください。

AWS環境の構成情報出力（AWS Diagram MCP Server）



既存環境の出力は、CloudFormation IaCジェネレータでテンプレートを出力して、

このテンプレートから構成図を出力させるといったことができるかも。

AWS環境の構成情報出力（AWS Diagram MCP Server）

https://aws.amazon.com/jp/builders-flash/202404/iac-generator-resource-inventory/
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